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	横浜市立大学 SPRING事業主催 令和8年度第1回 企業交流会
	ー研究職以外での働き方ー
	8月31日
	18:00～19:30
	オンライン （オンデマンド配信なし）


	参加費 無料
	博士後期課程修了後、研究職以外での働き方について、 研究をサポートする立場で働いている方をお迎えし、 業務につい詳しくご説明いただきます。
	内容
	上記のQRコードからお申し込みください。

	045-787-8946
	研究者が活躍できる働き方についてご紹介
	株式会社リバネス　Leave a Nest Co., Ltd.

	オンライン （オンデマンド配信なし）

	URAの業務についてご紹介
	国立大学法人信州大学　リサーチアドミニストレーション室 （URA室）
	登壇者所属：信州大学学術研究・産学官連携推進機構 准教授（URA） 　　　　　　アグリ・トランスフォーメーション（農X）推進室 室長 　　　　兼：信州大学アドミニストレーション本部 プロデュース部門 　　　　　　ユニバーシティ・アドミニストレーター（プロデュース担当）南信州実証タウン担当
	登壇者略歴： 長野県伊那市出身。信州大学農学部に進学し、2014年より日本学術振興会特別研究員DC2に採用。信州大学および国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構にてニワトリの生殖細胞に関する研究に従事し、2016年3月に博士（農学）を取得。同年8月より、大学の研究力強化や研究成果の社会実装を実現する研究開発マネジメント人材である「ユニバーシティ・リサーチ・アドミニストレーター（URA）」として信州大学に着任。繊維学部の部局担当URAを経て、2023年2月より本部担当URAとして着任。現在は、水循環・グリーン水素技術を核に、大学全体の研究力強化・県内自治体等と協働した課題発掘・ソリューション創出・研究拠点形成・社会実装までを担う事業プロデューサーとして活動している。2026年4月、科学技術分野の文部科学大臣表彰研究支援賞（研究マネジメント部門）受賞。


	上記のQRコードからお申し込みください。

